
山陰研究センタ ー 報告集（第 1 集） 2022.9 

基調講演「島根県の人口流出と地域社会の持続可能性」

〇吉川 徹（大阪大学大学院教授）

吉川 徹

御紹介いただきました大阪大学大学院人間科学研究科の吉川徹でございます。

まず、 私自身、 どういう生い立ちであるのかを少しだけ説明しておきたいと思います。 私

は島根県の松江市出身で、 先ほど御紹介いただきましたけれども、 その後、 大阪大学の、 今

の職場であります人間科学研究科、 人間科学部に、 松江南高校を卒業しまして入学しており

ます。 大阪大学で1 0年、 大学院まで行きまして、 その後、 大阪大学で22年かな、 一度ほか

の大学に出たんですけれどもその後また戻ってきまして、それぐらい教鞭を執っております。

ですから、 島根県から高校卒業と同時に流出して、 そのまま都市に居着いたというタイプの

人生を歩んできた者でございます。

早速ですが、 今日の私の基調講演、 タイトルは「島根県の人口流出と地域社会の持続可能

性」についてということでお話しさせていただきます。

まず、 今日のお話のポイントを初めに申し上げておきます。 ひとつめは持続可能な地域社

会への鍵として、 人口社会減についてリテラシ ー を持つということです。 リテラシ ー という

のは、 エビデンスについてみんなが正しく知っているという状況になるということです。 も

うひとつは、 多様な県民の人生について、 それぞれをリスペクトしようということで、 これ

が結論になります。 どこを通ってこの結論に行くかというのは後でまた整理いたしますけれ

ども、 この2 つのことを中心にお話しして参ろうと思っております。

最大の課題は若年層の県外流出

島根県ですが、 御存じのとおり、 島根創生計画ということを丸山知事が打ち出しておりま

す。 ポイントとしましては、「人口減少に打ち勝つ」とされていて、 県行政における最上位

の計画としてこれを位置づけ、「幸せに暮らし続けられる島根県」というふうに打ち出して

おります。 ですから、 人口減少という、 今日お話ししていく話がトップイシュ ー であるとい

うことになるわけです。

具体的にこの島根創生計画の中身を見ていきますと、「若い世代に島根県に残ってもらい、

戻ってもらい、 移ってもらうこと」 ということになっておりまして、 数値目標が掲げられて

おります。 それによりますと、 今から 8年後の2 030年には、 人口社会減というふうに私た
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ち社会学者は言いますけれども、 社会移動がゼロ になるということを目指しているという数

値目標が掲げられています。 8年後、 もうすぐなんですけれども、 今の現状からそこまでい

くのかどうかというところ、 これ銘打って「島根を創る人づくりプラン」 というふうになっ

ております。

そこについてのリテラシ ー ですが、 まず、 このグラフ（図1) を見ていただきたいと思い

ます。 このグラフは、 人口動態調査と住民基本台帳調資という国が出している最も信頼でき

るものから取ってきた数字です。 手前のほうにあるのは、 今の島根県の人口構成です。 年齢

ゼロ 歳から 60 歳までという現役世代のところを見ています。 奥のほうは、 出生動向調査の

過去のものから調べてきたものでありまして、 島根県で生まれた人たちの人数になっていま

す。 奥と手前と見比べるといろんなことが分かるわけですよね。 まず、 少子化によって左肩

下がりであるということですね。 それから、 第2次ベビー ブー マ ー である団塊ジュニアとい

うところが見えるわけです。 何か 55歳のとこちょっとへこんでますけど、 これが、 ひのえ

うまで、 人口の少ないところです。

最大の課題

は、 若年層

の県外流出
による人口

社会減！
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固1

さてさて、 こう見ますと、 島根県の人口、 だんだん減ってるんですけれども、 二十歳ぐら

いのところまでは、 生まれた人たちとほぽ同じぐらいの数の人たちが島根県にいる状態であ

るということが分かります。 ところが、 二十 歳前後のところで、 ガンと人口が減っている。

ここで何か力がかかっているだろうと。 しかも、 その力が、 60 代ぐらいのとこから常に同
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じようにかかり続けている、 それで出来上がったのが現在の人ロピラミッドだということで

あります。 これは一体何だろう？ということになって、 最大の課題は若年層の県外流出によ

る人口社会減というところにあるというポイントが見えてくるわけです。

そこのところをちょっと拡大してみました（図2)。

拡大すると …

「人口半減」！
・ 「きょうだい2人

―

いれば、 どちらか
は流出…」が実
感。 県民だれもが..! I 5,760 

気付いている事
実。

・ 「島根県人口移動調査」ではR2
の18-25歳の社会動態は
▲ 1,830人。 しかし特例転出届
出分が転出数に含まれておらず
過少推定？実質は、 このグラフ
のとおり20歳前後の7年の間に
同年出生者のほぼ半数、 3千人 令賣
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これは、 例えば石飛市長とかだと、 成人式終わった後の若者たちということでイメ ー ジし

てもらえることかなと思うわけですけれども、21歳から25歳ぐらいまでのところがどうなっ

ているかということです。 この数字は、 先ほど言いました数値デー タですから、 正確に取っ

てきております。 そうすると、 例えば24歳。 これからお話をする石田龍之介さんがこの辺

りの年齢になると思うんですけれども、 生まれてきた人たちは 6 ,764人いたわけですが、 24

歳のところで見ると、 3,700人になっている。 3, 000人どこかに行ってるということなんです

ね。 どういう経緯で、 誰がどこに行ったのかというところがここで問題になるわけですけれ

ども、 からくりは、 おそらく成人式ぐらいまでは住民票を移さないということですね。 会社

に入って、 これから働くというようなことになったときに住民票を移して、 都市流出をして

いくということが2 0代の前半で起こって、 ここが島根県の人口の一 番減っているところで

す。 そこを数えると、 上にパ ー セント書いていますけども、 生まれた人たちのうちのほぼ半

分の人たちだけが県に残っているという状況になるわけです。 これ、昔に戻っていきますと、

最初の頃の大学進学率の低いときには、 同じ力で金づちで叩いていっても、 それ以外の学歴
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の人が多くいたために人口が半分になるっていうことはなかったわけですけども、 少子化、

高学歴化っていう時代にこの動きをしますと、 人口が半分ぐらいになると。 これが現状であ

ります。

県外進学による人口流出

どういう動きをしているのかが大体分かってきたと思うんですけれども、 これは他の県に

見られない膨大な若年流出量になっています。 同年人口が今6 ,5 00人ぐらいいるわけですが、

そのうち高校を卒業する人たちが 6 ,000人。 この人たちが1 8歳で進路選択をしていきます。

私もそうでした。 今から 40年ぐらい前からずっと続いている動きであるわけですね。 県内

の高卒就職者は、最近は、ほぽ地元就職っていうことで、高卒就職で県を支えている方が1 ,1 00

人います。 どうして、 じゃあ、 人口が減るのかというと、 進学流出がポイントであることが

見えてくるわけですね。 先ほどの金づちの正体であります。

なぜ進学流出するのかというと、 島根県内に進学する枠がないからなのではないかという

ところが一つのポイントです。 これを数えてみますと、 島根県内には座る椅子が2 ,890個用

意されています。 量は十 分ではないという見方ができると思います。 島根大学、 島根県立大

学、 短大、 高専などなどです。 量の問題と同時に、 そこで提供されている学問、 あるいは技

術、 知識ということですね。 これは、 今お示ししているこの内容になっています。 これだけ

で島根県を動かす人を十 分つくれるのかというふうに考えたときに、 島根県内では人材を育

成できない分野があります。 要するに、 教育の質が不足していると。 そういう面も見えてく

るわけです。

さらに、 大学に入るということになりますと、 今、 シ ー ズンですけども、 入試を受けると

いうことで、 難易度のレベルということもあります。 そうすると、 中堅以下の私立大学がな

いということがあり、 上位の旧帝大、「 ブロック大」、 あるいは上位の私立大学というのもな

いわけですね。 ある特定の限られた人たちしか県内に残れないという事情があります。

ですが、 それでも2 ,8 90枠はあるわけですから、 これを島根県民で全部埋めてしまうとい

うふうになってるのかというと、 必ずしもそうではありません。 大学進学者、 家族、 教員、

県民の多くの中に、 根強い県外志向があるということです。 これを確認していきます。

これは、 県の政策企画監室が出している数字なんですけれども、 島根県内の高等学校で、

18歳で進路を選択していく人たちが3,000人いるそうです。 その中で、 県外に流出して進学

するという人たちが2 ,5 00人ですね。 それで、 県内には 51 4人が残るという計算になってい

るそうです。 そうすると、 この比率って 85 対15 なんですね。 これは、 40人学級でいうと、
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6 人か 7人ぐらい県内に残って、 あとの3 0数名は県外に出ているということです。 その分、

島根大学、 島根県立大学には、 県外から1,263 人の方が来て、 松江の学園通りのところとか

が非常ににぎやかになって、 若い人たちがいっぱいいるということになってるわけですね。

これを、 同じく政策企画監室による違う数字で整理していきます。 私が申し上げました今

の24歳前後のところ、 この3,700人の人口構成っていうのは、 まず、 一番下から矢印上がっ

ていますけれども、 裔卒就職した人たちが1,1 00人。 この人たちが基幹、 島根の人口のベ ー

スになっていると。 約3 0%ですね。 それから、 島根県内に進学して、 島根県内に就職する

400人。 大学進学層、 あるいは高専、 専門学校というところ全部合わせて 400人で11%ぐら

いです。 一番私たちが期待をしているのはUタ ー ンをする人たちということで、 大量に県外

に流出していますが、 この人たちの比率っていうのは約21%ということで 780人。

そうしますと、 島根県で生まれ育った人ではない人が1,400人流入してきて埋めていると

いう計算であります。 比率でいうと、 4割ほどは島根県の人ではない人に、 私なんかのよう

に流出している人の見方でいうと、 埋めていただいているということになります。 その雇用

の状況なんですけど、 短期就労であったり、 期間の定められた赴任であったりというケ ー ス

が多いというところがポイントです。

このように県外進学志向が非常に強いということで、 県内の椅子の問題だとは必ずしも言

えないというところが少し見えてきたかと思うんですね。 県外進学志向というのはどういう

ふうにつくられているのかということです。 ここには、 上位層を県外に向かわせる仕組みが

ある。 どういうことかというと、 理数科とか、 松江南高にできた探求科学科というような専

門性の高い学科がある。 SSH指定校もあり、 進路別・進度別クラス編成ということで、 細

かくクラス分けをして、 成績上位の人を加熱するというシステムを持っているわけですね。

そして補習科もあります。 島根県内で生まれ育たれた方は、 これらのキ ー ワ ー ドにはなじみ

があると思いますのでここでは説明は割愛させていただきますけれども、 これらを社会学的

に見てみますと、 これは、 県外に流出することを加速させる仕組みであるということが、 い

い悪いは別として、 明らかになるわけであります。

さらに、 教員の側には、 過去の実績よりもよい進学実績を出したい。 あるいは、 他県、 隣

の鳥取県よりもいい成績、 いい進学実績でありたい。 あるいは、 佐賀や大分よりも島根のほ

うが教育県というふうに見られたい、 ということがあります。 大学進学率や週刊誌などが公

表する進学先実績というものがあり、 その辺を高くしたいという教員の側の動きがあると思

います。
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「県外進学してUタ ー ン」は期待できない

ですが、 Uター ンを受け入れる側でいうと、 過剰に上位人材を育成しているという面があ

るんではないかと思われるわけですね。 というのも、 今のお父さん、 お母さんという 50代、

40代の人たちのところをみると、 県内のホ ワ イトカラ ー 労働力需要というのはそんなにた

くさんはないわけで、 そんなにたくさん上位大学に進学させる必要はありません。 そうする

と、 その分は、 都市部で活躍して県外で吸収していくという構造があるわけですよね。

Uター ンをうまく機能させる仕組みつていうのが成り立っているのかというところです。

流出Uター ンに期待するっていうのは、 もう実は古い枠組みであるという、 そういうリテラ

シー を持っていただきたいと思います。 このシステムっていうのは、 2 つの相反する力で辛

うじて成立していた2 0世紀のかたちなんですね。 どういうことかというと、 子どもの夢を

叶えたい、 大きな可能性を追求したい、 親よりも上の地位を目指すということは、 家族、 あ

るいは個人の利益追求ということで、 うまくいくつていうのは都会に出るということなんだ

と理解されていたわけです。 一旦それで県外に出るわけですけども、 引き戻す要因というの

があります。 田んぼとか畑とか家とか、 親世代の面倒を見なければいけないとか、 長男だか

らとか、 そういう言い方がかつ てはあったわけですよね。 あるいは、 情緒的紐帯というふう

に私たちは言いますけど、 家族と一緒に過ごしたいということがあります。 これも考えてみ

ると、 個の利害、 その人の利害に基づいて戻ってくるということです。 だから個人の判断で、

成功するには都会に出る、 楽しく暮らすには地元に帰ってくるということが成り立つ だろう

ということだったわけです。

けれども、現代社会においては、もう子どもは親と違う職に就く、親よりも上の地位に就く、

親より高い学歴に行くというようなかたちではありません。 分かりやすくいうと、 低成長社

会ということなんですね。 ここでは、 継承した地位をそのまま生かし、 お父さん、 お母さん

と同じ地位で自分が暮らせるということも成功のイメ ー ジであるわけです。 全員がお父さん、

お母さんよりも上に行くのが当たり前だった時代のシステムをここにもってくると、 つじつ

まが合わなくなります。 しかも、 都市に行くと、 雇用は流動化し、 不安定化してます。 都市

に安定した上位の、 高賃金の仕事がある、 威信の高い仕事があるという時代でもなくなって

いるのです。

他方で、 家族の変化もありまして、 家意識っていうのも、 これ、 片岡先生の専門なんです

けれども、 どんどん消滅していますし、 福祉の社会化、 外部化っていうようなこともありま

す。 多様な家族スタイルが広がり、 単身赴任みたいなものもありますし、 核家族とか直系家

族っていうのを単純にイメ ー ジできない時代になっているということがあります。

-8-



山陰研究センタ ー 報告集（第 1 集） 2022.9 

もう一つ島根県について言いたいことがあります。 ほかの県、 例えば県の面積の小さい県

であれば、 地元に帰って親と一緒に暮らすということを考えることができるわけですね。 と

ころが、 島根県は離島もあり山間部もあり、 東西に広いということがありますので、 県に帰

るイコ ー ル家で暮らすということにはならないわけです。 家で暮らすというのが地元に帰る

ということと同じ意味であって、 家族と一 緒に暮らすということが動機になるのであれば、

Uタ ー ンを強める力っていうのがあると思うんですけれども、 島根県の場合は、「じゃあ、

島根県に帰るわ」っていうふうに言ったとき、 それが「親と一緒に暮らすわ」ということに

はならないという特性がありますので、 もともとUター ンで引き戻す力は、 県の面積の小さ

い福井県とか香川県とかと比べると難しい面を持っているのです。

lタ ー ンは流動人口

このような特性がありながら、 島根県は他県と同じように、 あるいは2 0世紀と同じ旧シ

ステムで大量に県外に出す、 県外に出るのが成功だというイメ ー ジで人材育成をしていると

いうことです。 少し辛口になりますけれども、 これは手塩にかけて育てた定住正規の人材の

予備軍を、 短期非正規の人材と交換して県の人口を埋め合わせているという、 先ほど数字も

見ましたけれども、 そういうふうに見えないこともないなと。

今、 島根の初等中等教育のキ ー ワ ー ドは「魅力化」ですね。 島根の初等中等教育は、 全国

で誇れるほど「魅力化」しているわけですね。 内実は、 これから石飛憲先生のお話でも出て

くるかと思うんですけれども、 各学年 5, 000人から 6, 000人の同年人口を、 きめ細かく、 手

作りで18歳まで大事に育てるわけです。 県内の津々浦々、 山村地域まで、 学校を統廃合す

ることなく、 通える範囲に学校を維持しているというのもこれに当たります。 そうしておい

て、 とりわけ良質な人材を選び出して、 結構惜しげもなく、 一挙に県外に出してるというの

が高校3年生のこの時期に起こっていることではないかなと思うわけです。 それで当然人材

は足りなくなるんですけれども、 不足分はIター ンで補充しているということですね。

先ほどちょっと触れましたとおり、 Iター ンというのは、 主軸は短期で非正規の流動人口

です。 思いつくものをちょっと挙げますと、 まず高校のしまね留学。 これは住民票を移すと

いうケ ー スはあまりなくって、 3年間、 都市部の子が、 島根の魅力的な学校に来るという制

度です。 県外の大学生が学園通りに来るっていうのは、 これは 4年間ですね。 これも、 車や

原付を買わない限りは住民票を移さないというようなこともあったりするわけで、 人口とい

う形で、 見える形にはならないわけです。

地域おこし協力隊というのは非正規公務員ということで、 3年という任期が一応初期段階
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で区切られていますので、 これも永住というのとは少し違うということですね。 外国人生産

工程従事者、 これは、 例えば出雲市周辺のブラジル人の方みたいな例を考えていけばいいわ

けですけれども、 雇用調整で不安定になってるというのが、 今、 話題になっているかと思い

ます。 これも、 定住人口というふうに言えるのかというと、 あっという間に増えて、 あっと

いう間に減ってしまうというような結果になっていて、 流動的であるということです。 そし

て、 電力雇用、 これ原発などなどですが、 現在休止中ということです。

あとは自治体や大きな企業、例えばインフラ系の企業などで赴任されて来る方があります。

今の知事もそうだったと思うんですけれども、 中央の官庁から島根に赴任される場合もあり

ます。 この場合やはり、 通常3年から4年の任期ということで、 島根に定住するというのと

は違いますよね。 そうすると、 Iタ ーンを、 島根で育った人たちと同じような人口だという

ふうに見ることができるかというと、 人材を交換して、 短期的に埋め合わせているというこ

とになりますよね。

島根県はどのように取り組んでいるか

それをしないようにするということで島根県がいろいろ動いていることの中に、 後ほど言

いますけれども、 県内での進学を後押しするという動きが始まっています。 もう一つは、 県

外流出者にUタ ー ンで帰ってきてもらうことの促進なんですけど、 これ、「引き剥がしが可

能か」とちょっと強い言葉を使ってますけど、 そういう考え方だと思うんです。 島根を出る

ときの大きな夢が実現したとか、 自分がやるべきことを都市部で見つけた、 都市部で期待さ

れて定着しているというのが県外に出た人たちの成功イメ ー ジであるわけです。 その人たち

は都市部で正規のエリ ー ト職に、 例えば霞が関で官僚として働くようになるとか、 そういう

ような形になります。 その人にどうやって帰ってきてもらうんだということになると、 帰っ

てくる椅子を用意するということの難しさっていうのもあるわけです。 例えば、「Uタ ー ン

するぞ」っていうふうに決めたときに、 それが地位の上昇移動なんだというふうに家族に言

えれば動機づけにもなりやすいわけですけれども、 地位とか所得とかが低下するというよう

なことだと、 なかなかそういう動機づけにはなりにくいということですよね。

私は「島根を創る」っていうのは、 県内を流動人口で埋め合わせるという、 そういう計画

ではないんじゃないかなと思います。 島根県は、 人口社会減を抑制して、 その後、 人口自然

増をめざすっていうことで、 特殊出生率が上がっていって2.0を超えるんだというようなこ

とを指標としてめざしています。 安定した子育てが島根県内でなされるということだと、 や

はり流動的な人口ではなくて「固定レギュラ ー 層」というべき人たちに支えられて、 県の少
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子化が改善してい く という方向性が考えられているのかなということです。 私が 申し上げて

るのは、 いい悪いとか、 こうすべきだっていう話ではないです。 必要なのは、 こ う いうリ テ

ラ シ ー を県民が持って、現状こうなってるという把握をすることだと思うんですね。 例えば、

中学生、 高校生の人たちにも、 実態はこうなんだ、 今の大人たちはこうやって や っ てきたん

だという今のこういうような話を見てもらって、 それで、 自分たちどうするんだ っ ていうの

を考えてもらうって いうのも一案かなと思います。

多様な生 き 方 を リ ス ペ ク ト する社会に

前半のところがこういうお 話になるわけですけれども、 では、 どうするのかです。 社会学

者っていうのは、 結構無責任で、 気象予報士に近いんですよ。 それはどういうことかという

と、 天気 図を見て、 西高東低だから今 日 は冬型で雪 降りますよって いうふうには言うんです

けど、 雪を降らすのをやめるって いうふうにできませんよね。 それと同じなのです。 正確に

エ ビ デン ス を取ってきて、 石 田龍之介さんも同じような形でこれからお話をし て いただくと

思うんですが、 「こ う なっています」 というのは正確に言うことができます。「じ ゃ あ、 どう

するの ？」って いうところについて は、 「こうなって いるから仕方ないですね」というよう

なかたちの言い方を、 往 々 にして、 し て しまいがちなんです。

けれども、 今 日 は市民 シンポ ジ ウ ム ということですから、 少なくともこういうことができ

るんじゃないかという ソ リ ュー シ ョ ンのほうをち ょ っと考えたいと思って います。 これが多

様な県民の人生のリ ス ペ ク トということです。

ひとまずまとめると、島根県、現状は、県内就職する人、県内に進学する人、県外流出する人、

少数のUタ ーンで戻って く る人ということで、 矢印が強い力で外に向いているという傾向が

あると思います。 特に、 就職者ではな く て、 進学者ですね。 ここには、 県民の意識として、

成績上位だと大きな夢をかなえるために県外に出るということがあって、 だんだん段階に輪

切りみたいになって るんじゃないかというふうに思う人が少なくない。 そうする と 、 何とな

く 県内に残るっていうのは引け 目 を感じることなんじゃないかなと、 そういう危惧がち ょ っ

とあるわけですね。 そこのところを高校生に、 人生は多様だし、 成功の形も多様 だよってい

うことで、 いろいろあるよって いうのを示して、 こういう人生もいいよねというふうに言う

ことができるんじゃないかと。 県外流出あってもいいよと、 そういうことする人 も いるけれ

ども、 島根県で自分にしかできない島根を支える役割というのをやってるって い う のも、 同

じように ゴ ー ルを 目 指して進んでいる若者たちで、 それも同じよう に リ ス ペ ク トすべきだろ

うという、 こういうことを考えられないかなと。 なかなか難しくはあるんですけれども、 そ
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こに Iタ ーンの人も入 っ てくるというイメ ージをみんな持てないかなということを考えます。

島根の人口の問題で一 番大きな課題は、 人材の大量生産 ・ 一斉出荷というべき、 一つの価

値観で、 一つの方向に向けて、 島根県外に向けて出すという競争をや っ ているということで

す。 これを多 品種少量の人たちをつく っ て地産地消をするというような形に変えていくこと

はできないかなということですね。

地元に残ることは良いことだ っ ていうふうに言うと、 それは上昇しなくてもいいというこ

とですかみたいな、 そういう言い方をされること っ ていうことが、 私、 階層を研究する社会

学者ですからよくあります。 でも、 地元を守るということは、 ほかの階層不平等の問題で言

われるような貧困の連鎖などとは違います。 成功している親と同じ地位で、 うまく必要な役

割を果たしている事例だというところを確認したいと思うんですね。

とはいえ、 いきなり価値の反転 っ ていうのは無理かなと思うわけです。 例えば、 お 父さん、

お 母さんが、 一 回都市部に出て、 Uタ ーンして島根県に戻 っ て、 島根で小学生、 中学生、 高

校生を育ててるというときに、 そのお 父さん、 お 母さんが、 いや、 う ち の子は県外には出さ

ないよというふうに言うかというと、 いや、 私たちと同じように、 一 回都会に出てみたらい

いんじゃないのかというふうに、 価値観としては持 っ てると思うんですね。 自分の人生を成

功したと思っ ていればそう考えるわけです。 しかしそうしてと都会に出ると、 少ない比率で

しか U タ ーンしないわけですから、 県内に残る っ ていう人が徐 々 に少なくな っ てくるかなと

いうことがあります。

じゃあ、 どうするか っ ていうと、 都会に出る っ ていうメ イ ンルー トもいいけれども、 多様

な人生があるよっ ていうことを確認することです。 流出ゲ ー ム を全員 が競い合っ て、 輪切り

によっ て棲み分けてるんだみたいな価値観を過度に称揚しないと。 上に行くとは、 つまり東

京に行く っ ていうことだよ っ ていうような価値観を、 県内ではそんなに強く言わないように

するというのはどうかなと思うわけです。

もう一つあります。 もう一つは、 個人、 これは親子のセ ッ トだっ たり、 親密 圏というよう

な言い方をしたりしますけれども、 この個の利害を追求するというのに替わっ て、 地域社会、

コ ミ ュ ニ テ ィ が主導して、 これ公共 圏というふうに言いますが、 それぞ れの人生をリ ス ペ ク

トするということではないかと思うわけです。 これが、 高校魅力化でや っ ていることの理念

であるかなと思うわけです。 つまり、 島根に帰っ ても、 親と一 緒に住む っ ていうかたちには

ならないということに先ほど触れましたけれども、 島根県に帰っ て、 島根県という公共 圏の

ために役立つ人間になる。 あるいは、 雲南市というところに愛着があ っ て、 雲南市に呼 び戻

されるというように、 親ではなくて コ ミ ュ ニ テ ィ 、 自治体というようなところがその人生を
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方向づけて、「戻ってこいよ」っ

ていうメ ッ セ ージを発するとい

うよう なことが、 難しいですけ

れども、 一案としてあるかなと

思うんです。 多様な役割期待と

成功イメ ージをそ う やって示し

て、 地域を支えるわけです。

小さい県ですか ら 、 弁護士さ

ん 100人も要りませんので、 50

人 ぐらいでいいよっていうことに なれば、多 品種少量でそういう人をつくる。 歯医者さんだっ

て、 そん なにたくさん要りませんよ、 でも、 県内出身者か ら つくるということです。 もっと

地域を支える仕事いっぱいあります。 今、 エ ッ セン シ ャ ル ワ ー カ ー っていうふう に コ ロ ナの

関係でよく言われますけど、 これ、 言い換えると、 不可欠人材ということです。 島根県にとっ

てのエ ッ セン シ ャ ルワ ー カ ー は、 自力で創生する必要があるわけですね。 だか ら 、 多くの価

値観で多様 な 成功イ メ ージを示し、 こういうことをする人も成功だよというふう に な るとい

うことです。

島根の政策再考

これは人のものの考え方を変えて、 人生をゆっくり変えていく つ ていうことですから、 学

校魅力化っていうのが好循環して、 今、 上で 申 し上げてるよう な 、 こういうことが動き始め

ると、 2040年 頃には、 島根創生というものが少しずつ動き出すか な と思います。 これは個

人的 な意見で、 お 叱りを受けるかもしれませんけど、 2030年に つ ていうのはか な り難しい

かなと、 社会学的 な循環ということでいうと、 今の小学生、 中学生から育てた人た ち が、 島

根で就職して、 子どもを産み育てるっていうよう な 段階まで行って、 やっと人口 自 然増って

いうよう なかたち に な る、 あるいは社会減ゼ ロ っていうよう な 形に な る。 それ ぐ ら いのス パ

ンで見なければな ら な いかなというふうに思います。

政策についても少し述べさせていただきます。 政策バランス としては、 例えて言えば、 栓

の抜けたバスタ ブで、 どんどん水が出てるのに、 温かいお 湯を上か ら 入れたり、 真水を入 れ

たり、 追い炊きをしたりとか、 いろんな ことをし な がらやってるという状況にあ り ます。 バ

ランス を取って、 これ ぱ必要というところを強化していくという こ とが必要 に な り ます。 高

校の進学流出誘導っていうのは、 直 ち にやめるわけにはいきません。 ここで挙 げたよう な、
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島根の高校教育の努力というのは非常に私もリスペクトしていますし、 私も非常に恩恵を受

けたものであるわけです。 例えば、関西研修とか東京研修っていうのもあります。 大阪には、

島根県育英会の学生会館というのがあって、 島根から大阪周 辺に流出してきた人たちが、 そ

こで安定 した大学生活を過ごすことができます。 これを島根県がサ ポ ート しているというこ

とです よ ね。 考えてみると、 それは、 大阪大学などとしては、 島根県から優秀な人材をいた

だいた上で、 島根県がその人たちの生活をサ ポ ー トしてくれている と いうことになります。

都市部に と ってはありがたいんですけど、 それ、 島根県にとって必要か？という見方もある

というこ と ですね。

他方で、 県内在留を誘導することについては新 しい動きがあります。 これも御存じのキ ー

ワ ー ドですけれども、 島根大学の「へるん入試」、 県立大学の「ともに育てる入試」 という

ことで、 県内からの地元大学への進学を誘導する、 そういう動きがあるわけです。 これは他

県には見られない し、 かつて見られなかった「逆張り」なんですね。 島根に残るっていうこ

とはありがたいことだ、 重要なことだっていうメ ッセー ジですよね。 さらに、 両大学は、 地

元企業 と の連携で、 地元就職も誘導し始めている と いうことで、 これは他県に強調すべき島

根のオリ ジ ナ ルの重要な動きです。 しかも、 自治体主導で、 県がやっているっていうわけで

はなくつて、 国立大学法人などを巻き込んでの動き と いうことであるわけですから、 これは

注 目 すべきものです。

さらに一言申し上げれば、 県内定住の基幹は、 非大卒の地元就職者であるわけです。 専門

学校卒とか高卒で地元にいる人たちにも政策上の 目 配りをして、 リスペクトを示さなければ

いけないかなということです。 日 本の国の政策でもそうなんですけど、 一般的に非大卒に 目

が配られていないというのがあります。 しかし、 やっ ぱり島根の基幹は非大卒層である と い

うことを忘れないでいてほしいなと思います。

そ して、 I ター ンの促進というところですが、 これはどうで しょうかね。 全国1 位になる

必要はないし、 そこに予算をかけ過ぎる必要もないんではないかと思います。 ここでは例は

挙げませんが、 少人数のいい事例っていうのがいっぱいあるわけです。 これを評価するって

いうことは盛んに行われて、 他県でも、「島根県すごいね」 っていうふうに言ってもらって

ます。 しまね留学という制度などもそうです。 これは、 このままでは廃校になるという学校

に、 他県から留学生が来て、 廃校を免れるっていう仕組みです。 高齢者の例でいうと、 限界

集落っていう言葉がありますが、 限界集落がなくなるのを防ぐっていうのと似たような動き

であるわけです。 他方で、 都市部の人たちは、 それで居場所を確保して、 島根の質の高い教

育を受けることができるっていうこ と です。 都市部にいる私から見ると、 これは島根県が大
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阪や東京などの都市部の人たちに提供している社会貢献事業なのですか ？ 、 というふうに見

えます。 県外か ら 見るようにつく ら れた地域み ら い留学のホ ー ム ペ ージでは、 島根はとても

いいところで、 人のつながりがあるところなので、 それを皆さんに提供しますというふうに

なっています。 しまね留 学については、 これが持続的な人口増加のシ ス テ ム になったかって

いうようなことを検証する時期に来てるかなと思います。

いやいや、 これ、 関係人口っていうものだか ら 、 あってもいいんですよっていうふうに言

われるかもしれません。 ですが、 この関係人口という言葉を社会学的に考えているのは、 島

根県立大学の田中輝美先生ですけれども、 田中輝美先生は、 そういうふうな簡単な形で関係

人口っていうふうに言ってるわけではないです。 関係人口が地域の力を強めて、 創 発特性が

発生するというところがポイン トでありますので、 人が取っ替え引っ替え来ればそれでいい

んだよという話ではないということですね。

Uタ ーン促進ということはどうでし ょ うか。 この建物、 テ ルサ松江ですけれども、 ふるさ

と島根定住財 団というのが、 ここの上のところにあるわけです。 ふるさとに定住するってこ

とは、 これ、 Uタ ーン促進が本業であって 、 Iタ ー ンお 試し財 団ではないわけですか ら 、 I 

タ ーンのほうを強調し過 ぎると、 島根が欲しい人材を島根がうまく動員しているということ

にな ら ないのではないかなということですよね。 島根のほうが都市部よりも自分を高く評価

してくれるというふうに思えるような、 そういうような形を見せるということが重要な役割

なんですよね。

お わ りに

まとめます。 要するに、 一人一人の人生は変えずに、 目 配りを変えるということですね。

与え ら れた場所で、 それぞ れの役割を果たすしかないわけです。 私、 こうやって言っていま

すけど、「じゃあ、 あんたが島根に帰ってこいよ」って言われて、「はい、 帰ります」ってい

う話ではなく つ て、 私は私で立ち位置があるし、 島根県を支えている人にはその立ち位置が

あるということです。 自分ではない人生を歩 む人が、 代わることのできない役割を担って 島

根を支えている、 日 本社会を支えている、 その人生を、 県を挙げて育成、 リ ス ペ ク ト、 サ ポ ー

トするという形が見えるといいなと思うんですね。 そのときに、 あえて 私とか、 これか ら 話

す石 田龍之介さんとか、 流出先で何か居場所を見つけているという人を、 島根県が持ち上げ

る必要はないんじゃないかなと思うのです。 島根がやるべきことっていうのは、 地元基準で

見た不可欠人材を高く評価するということです。

まとめます。 持続可能な地域社会の鍵ということで、 今 日 お話ししたのは、 人口社会減に
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ついて リ テラシ ー を高めるということでした。 若者の動向は島根の未来にとって適正である

かどうか、 県民の誰もが正しく知り、 常に考えていくということが重要であるかなと思って、

提言させていただきます。

もう一つは、 多様な県民の人生をリス ペクトするということです。 自分とは違う道を歩ん

だ人たちが、 例えば、 私の高校のときの同級生などが島根県を支えているということを尊重

する。 私の人生を変えるのではなくて、 それぞれ尊重し合うということですね。 行政として

は、 それ を 「見える化」するのは政策の鼎の軽重のバランス によって示すということになる

のではないかと思います。 島根県がますます発展して、 県が方向性を示されている人口政策

に形が現れますことを、 島根県出身者として心より祈念しております。

以上で私の基調講演は終わります。 ありがとうございます。（拍手）

〇 田 中

吉川先生、 どうもありがとうございました。

では、 続いて、 報告講演に入ります。

最初は、 石田龍之介さん。 「島根県にとどまる若者の意識一高校生への意識調査から要 因

を探る一」と題して御報告いただきます。 石田さんは、 大阪大学大学院人間科学研究科博士

前期課程 2年に在学し、 研究を続けていらっしゃいます。 島根県の御出身で、 大学進学で大

阪へ移動 した、 県外流出若年層の一 人でいらっしゃいます。

では、 石田さん、 よ ろ しくお願いします。
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